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遠い昔のことでした。烏帽子岳のふもとに賊が住み、まわりの村を荒しまわっておりました。ある時

ヤマトタケルという強い王子が、この地を通りかかりました。清らかな水が湧きだす岩の上に白髪のお

きなが現れて、王子に向って申します。 r南の方から賊がくる。さあきあ早く迎え討て。我は諏訪の神。」

言葉どおりすぐそこに敵が迫っておりました。王子の弓をはなれた矢は、不思議なことに石となり賊

の主領を倒しました。手下の賊はちりぢりになって、里は平和になりました。王子は水の傍らに諏訪の

神をまつりました。矢が化した石は、今も良泉寺門前に残っているということです。
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総:人口

男

女

世帯数

( 2月 1目玉見不正)

110，595人 ( +49) 

53，964人 (+ 9) 

56，631人 ( +40) 

32，569世帯(+8) 

()内は前月比です。
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3 月 13 日 ~5月 13 日

(資源活用推進月間〕

え
る
物
を
処
分
し
て
し
ま
っ
た
経
験
を

皆
さ
ん
お
持
ち
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か

市
で
は
、
皆
さ
ん
に
こ
の
習
慣
を
一

日
で
も
早
く
忘
れ
て
い
た
だ
き

H

ム
ダ

を
な
く
し
、
物
を
大
切
に
す
る
心
。
を

培
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
、
四
年
目
を
迎

え
た
「
上
田
市
資
源
活
用
推
進
本
部
(
本

部
長
石
井
市
長
)
」
を
今
年
も
設
け
、
資

源
活
用
運
動
を
行
い
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
三
月
十
三
日
か
ら
五

月
十
三
日
ま
で
の
二
か
月
間
を
「
資
源

活
用
推
進
月
間
」
と
し
、
不
用
口
聞
の
紹

介
、
あ
っ
せ
ん
、
資
源
活
用
広
場
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
行
事
に
、
市
民
の
皆
さ
ん

み
ん
な
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
、
活
用
で
き
る
資
源
(
不
用
品
な
ど
)

は
、
お
互
い
に
工
夫
し
て
再
利
用
し
て

い
た
だ
く
運
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
の

で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

電
話
で
気
軽
に
ど
う
ぞ

不
用
品
の紹

介
あ

せ
ん
|3月13日叶 13日|

つ

と
し市
ては

不資
用源
c る4ユ

}ZE 
紹推
介進

月
あ間
つグ〉

せー
んつ

を
三
月
十
三
日
か
ら
五
月
十
三
日
ま
で

行
い
ま
す
。

大勢の市民の皆さんでにぎわった昨年の資源活用広場

こ
の
紹
介
、
あ
っ
せ
ん
は
、
皆
さ
ん

の
家
庭
に
あ
る
不
用
品
(
生
鮮
食
品
を

除
く
)
を
、
資
源
活
用
推
進
本
部
事
務

局
(
生
活
交
通
課
生
活
係
)
へ
登
録
し

て
い
た
だ
き
、
希
望
者
に
あ
っ
せ
ん
し

ま
す
。〔

川
は
は
け
口
〕

①
不
用
品
の
あ
る
人
は
、
資
源
活
用
推

進
本
部
事
務
局
へ
電
話
な
ど
で
、
品

名
、
規
格
、
程
度
、
希
望
価
格
、
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
な
ど
を
登
録

し
て
く
だ
さ
い
。

②
不
用
品
を
必
要
と
す
る
人
は
、
同
事

務
局
へ
電
話
か
口
頭
で
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。

③
事
務
局
の
紹
介
に
よ
り
、
不
用
品
所

有
者
と
直
接
交
渉
し
、
価
格
、
引
き

取
り
方
法
な
ど
を
決
め
て
く
だ
さ
い
。

④
不
用
品
を
譲
り
受
け
た
人
は
、
そ
の

結
果
を
必
ず
同
事
務
局
へ
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

⑤
登
録
さ
れ
た
品
名
は
、
市
役
所
一
階

消
費
者
コ
ー
ナ
ー
掲
示
板
で
紹
介
し

電
話
で
の
問
合
せ
に
も
応
じ
ま
す
。

皆
さ
ん
の
家
庭
や
職
場
に
、
ま
だ
使

え
る
品
物
が
不
用
品
と
し
て
ね
む
っ
て

い
ま
せ
ん
か
。

こ
の
不
用
品
を
必
要
な

人
に
譲
っ
て
あ
げ
た
ら
い
か
が
で
し
ょ

、
つ
・
・
:
・
:
・
・
。

こ
の
月
間
中
に
引
き
取
ら
れ
な
か

っ

た
品
物
は
、
五
月
十
三
日
、
市
役
所
駐

外
出
す
る
こ
と
は
や
め
ま
し
ょ
う。

2
、
子
供
や
お
年
寄
り
の
寝
る
場
所
は

車
場
で
聞
く
予
定
の
資
源
活
用
広
場
で

即
売
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

資
源
活
用
広
場
に
つ
い
て
は
、
後
日

広
報
う
え
だ
で
く
わ
し
く
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

〈
申
込
先
・
お
閉
会
せ
〉

生
活
交
通
謀
生
活
係
(
宮
@
四
一

O

O
内
線
二
七
六
・
二
七
七

)

産地直送3月15自体)
広島産カキ・オキアミ

広島蓮大粒カキ(加熱用)
1袋(500g) 250円

南氷洋産オキアミ
1 '"ック(200g) 75円

オキアミは、カキ婦、カラ悌、大栂

おろしあえ、佃煮、野菜いため、焼

そばの具など多くの料理に広く利用

でき未来の「タンパク源」として話

題の食品です。

固
定
資
産
台
帳
の

縦
覧
四
月
に

毎
年
三
月
一
日
か
ら
同
二
十
日
ま

で
行
っ
て
い
る
土
地
、
家
屋
な
ど
の

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧
は
、
税

制
改
正
に
よ
る
地
方
税
法
の
国
会
審

議
が
遅
れ
期
日
に
間
に
合
い
ま
せ
ん

の
で
、
四
月
に
延
期
し
ま
す
。
決
ま

り
し
だ
い
広
報
う
え
だ
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

こと

すぐ



ーー第

の
名
残
り
で
し
ょ
う
か
、
つ
い
ム
ダ
な

買
物
を
し
た
り
、
修
理
す
れ
ば
ま
だ
使

だ一一一(貯話芸品23) 第 786号一

市
は
、
資
源
活
用

と
し
て
、
不
用
品
の
紹
介
、
あ
っ
せ
ん

fこ

'" ロロ
11 物
F は

五
月
十
三 き
日.IIi

レ

市 f
f受:右
戸斤カ
駐

行
い
ま
す
。

春
は
火
災
の
多
発
期

み
ん
な
で
注
意
し
よ
う

〔
春
の
火
災
予
防
運
動

2
月
沼
田

j
3
月
日
日
〕

春
の
火
災
予
防
運
動
が
全
国
い
っ
せ

い
に
、
二
月
二
十
八
日
か
ら
三
月
十
三

日
ま
で
行
わ
れ
ま
す
。

春
先
は
、
空
気
が
異
常
に
乾
燥
し
た

り
、
思
わ
ぬ
突
風
が
吹
く
な
ど
気
象
の

変
化
が
激
し
く
、
い
っ
た
ん
火
災
が
発

生
す
る
と
大
火
に
な
る
条
件
が
そ
ろ
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
寒
き
か
ら
解
放
き
れ
る
こ
の

えヲーベ3)一一一一昭和54年 3月 1日 広報

昭和52年全国の出火件数内訳

時
期
は
、
火
に
対
す
る
注
意
を
忘
れ
が

ち
に
な
り
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
の
火
を
消

し
忘
れ
た
り
、
タ
バ
コ
や
た
き
火
の
不

始
末
か
ら
出
火
す
る
こ
と
が
多
く
、
一

年
の
う
ち
で
も
火
災
の
多
い
時
期
で
す
。

こ
の
運
動
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が

防
火
の
心
が
け
を
新
た
に
し
、
火
災
の

発
生
を
防
ぎ
、
人
命
や
財
産
を
み
ん
な

で
守
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

「
そ
れ
ぞ
れ
の
持
場
で

生
か
せ
火
の
用
心
」

市
民
の
皆
き
ん
、
家
庭
で
も
職
場
で

も
次
の
こ
と
を
守
り
、
こ
の
運
動
を
機

に
、
火
災
を
な
く
す
よ
う
心
が
け
ま
し

ト
。
、
「
J

。

ー
、
子
供
や
お
年
寄
り
だ
け
を
残
し
て

52年も出火原因 1・2位はタバコとタキ火。

タバコの投げ捨て、タキ火の始末は特に注意。

外
出
す
る
こ

と
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

2
、
子
供
や
お
年
寄
り
の
寝
る
場
所
は

避
難
し
や
す
い
場
所
に
し
ま
し
ょ
う
。

3
、
就
寝
前
や
外
出
前
の
火
の
元
の
点

検
を
必
ず
行
い
ま
し
ょ
う
。

4
、
寝
た
ば
こ
は
絶
対
や
め
ま
し
ょ
う
。

5
、
い
ざ
火
災
の
と
き
は
、
だ
れ
が
何

を
す
る
か
、
家
族
全
員
で
話
し
あ
っ

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

6
、
自
分
が
使
う
火
は
、
消
す
ま
で
責

任
を
も
ち
、
そ
の
つ
ど
安
全
を
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

7
、
消
火
器
の
使
い
方
を
お
ぼ
、
え
て
お

き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
消
火
の
準
備

は
常
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ー
』
念
。
寸
ヲ

マ、‘
J
、1
J

、J
、

ト

品

と

な

る
き

け

出

が

を

心
事

に
火

う火の用心
とla

に消火に当たる体勢にあることまでを含めてい

J 
ます。
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お知らせ
，: 

:上回公圏内の市民会館前にある公衆便所(写

:真)を昨年末に改修、きれいにしました。こ

:れから暖かくなり、公園を訪れる皆さんが多

:くなると思われますが、公衆便所はみんなで

;きれいに使うよう心がけましょう。

消市
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〈
資
格
〉

獣
医
師
M
H
昭
和
二
十
六
年
四
月
二
日
以

降
に
生
ま
れ
、
市
内
に
住
ん
で
い
る

か
、
住
む
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
人

で
、
獣
医
師
の
資
格
を
持
っ
て
い
る

人
。
た
だ
し
、
今
年
四
月
三
十
日
ま

で
に
資
格
取
得
見
込
み
の
人
を
含
み

ま
す
。

消
防
職
員

l
昭
和
三
十
四
年
四
月
二
日

以
降
に
生
ま
れ
た
男
子
で
、
市
内
に

住
ん
で
い
る
人
。

〈
入
国
貝
〉

そ
れ
ぞ
れ
若
干
名
。

〈
試
験
日
・
科
目
〉

三
月
二
十
日

ω午
前
八
時
三
十
分
受 ............ 小・咽臥.、.唱齢・ーー.、.

付
、
同
九
時
試
験
開
始
。
教
養
試
験、

体
力
検
査
。

〈
必
要
書
類
〉

マ
受
験
申
込
書
(
市
役
所
庶
務
課
に
あ

り
ま
す
)
マ
履
歴
書
お
よ
び
最
終
学
校

成
績
証
明
書
マ
住
民
票
マ
五
十
円
切
手

添
付
の
白
二
重
封
筒

(
あ
て
先
記
入
の

こ
と
、
合
否
連
絡
用
)

〈
申
込
期
間
・
お
閉
会
せ
〉

三
月
五
日
間
か
ら
十
七
日
出
ま
で
に

市
役
所
三
階
庶
務
課
職
員
係

へ
申
込
ん

で
く
だ
さ
い
(
宮
@
四
一

O
O
内
線
二

二
二
・
二
二
三
有
線
②

O
六
五

二

料
理
・
着
物
着
付

茶
道
・
絵
画
な
ど

教
室
の
生
徒

〈
勤
労
青
少
年
ホ

l
ム〉

希
望
者
は
、
必
ず
来
館
し
て
申
込
ん

本
A
F

有

C
I
U

で
く
だ
さ
い
。

マ
料
理
教
室

A

期

間

1
四
月
か
ら
九
月
ま
で
。

コ
ー
ス

l
毎
週
月
、
火
、
水
曜
コ
ー
ス

定

員

l
各
コ
ー

ス
と
も
二
十
四
名
。

受
講
料

1
一
千
五
百
円
(
六
か
月
分
)

マ
着
物
着
付
教
室

A

期

間

1
四
月
か
ん
六
月
ま
で
。

コ
ー

ス
H
H
毎
週
水
、
木
曜
コ
ー
ス
。

定

員

H
H
各
コ
ー

ス
と
も
十
二
名
。

受
講
料

1
二
千
円
(
三
か
月
分
)

マ
茶
道
教
室
ム

期

間

1
四
月
か
ら
九
月
ま
で
。

コ
ー
ス

1
毎
週
火
曜
日
。

定

員

l
十
二
名
。

受
講
料

1
三
千
円
(
六
か
月
分
)

マ
絵
画
教
室
ム

期

間

u
H
四
月
か
ら
翌
年
三
月
ま
で
。

コ
l
ス
l
毎
週
火
曜
日
。

定

員

1
二
十
名
。

受
講
料
M
H
二
千
円
(
年
間
)

マ
木
彫
教
室
A

期

間

1
四
月
か
ら
翌
年
三
月
ま
で
。

コ
l
ス
l
毎
週
水
曜
日
。

定

員

M
H
二
十
名
。

受
講
料

1
二
千
円
(
年
間
)

マ
民
踊
教
室
A

期

間

l
四
月
か
ら
翌
年
三
月
ま
で
。

コ
ー
ス

l
毎
週
月
曜
日
。

定

員

M
H
男
女
各
十
名
。

受
講
料

l
二
千
円
(
年
間
)

〈
お
閉
会
せ
〉

上
田
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
(
宮
@

七

一一

七
)

健

記磨

念長
大商
会年

と

き

H
H
三
月
三
十
日
幽
午
後
一
時
か

p
り
。

と
こ
ろ

1
上
回
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

マ

内

容

ム

ー
、
表
彰
H
H
健
康
世
帯
な
ど
。

2
、
体
験
発
表
H
H

「
私
は
こ
う
し
て
健

康
を
守
っ
て
い
る
」

3
.

記
念
講
演

l
「
五
十
歳
以
上
の
健

康
づ
く
り
」
講
師
藤
森
聞
一
さ
ん

4
、
映
画

l
し
の
び
よ
る
心
臓
病
。

投
票
で
き
る
人

....... 臥iN臥-岨内..... ・...... 臥iN

5
、
成
人
病
予
防
展
、血
圧
測
定
、健
康

相
談
な
ど
。

市
の
国
民
健
康
保
険
も
発
足
以
来
、

今
年
で
二
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
の
国
民
健
康
保
険
も
、
近
頃
は
、

平
均
寿
命
の
伸
び
に
よ
る
高
年
齢
化
や

環
境
の
変
化
に
よ
る
成
人
病
な
ど
い
ろ

い
ろ
な
病
気
が
増
、
え
る
と
と
も
に
、
医

療
費
の
上
昇
な
ど
に
よ
り
、
家
計
の
負

担
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

市
も
保
険
税
を
極
力
す
、
ぇ
置
く
な
ど

皆
さ
ん
の
負
担
増
を
い

く
ら
か
で
も
お

さ
え
る
よ
う
努
力
し
な
が
ら
、
健
康
の

増
進
、
医
療
給
付
の
充
実
な
ど
に
心
を

く
ば
っ
て
い
ま
す
。

に
住
ん
で
い
て
、
住
民
基
本
台
帳
に
記

録
さ
れ
て
さ
ら
に
選
挙
人
名
簿
に
登
録

民
健
康
保
険
事
業
を
よ
り
理
解
し
て
い

た
だ
く
よ
う
「
記
念
大
会
」
を
聞
き
ま

す
の
で
、
大
勢
の
皆
さ
ん
ご
参
加
く
だ

去
、
い
。子

供
の

歯
を
守
る
l込
3三

と

き

1
三
月
十
八
日
嗣
午
後
二
時
か

ら
四
時
ま
で
。

と
こ
ろ

l
上
田
市
公
民
館
。

内

容

l
虫
歯
を
つ
く
ら
な
い
た
め
の

食
べ
も
の
「
子
供
と
食
品
」
に
つ
い

て
、
佐
々
木
清
司
さ
ん
(
城
南
高
校

教
諭
)
が
講
演
。

申
込
先

l
三
月
十
五
日
嗣
ま
で
に
、
小

林
静
子
さ
ん
ま
で
、
午
後
八
時
以
降

に
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
(
宮
@
七

五
三
七

)

会

費

l
二
百
円
。

…
藤
原
弘
達
さ
ん
の
…

…
時
局
講
演
…

と

き

l
三
月
二
十
二
日
嗣
午
後
二
時

三
十
分
か
ら
。

と
こ
ろ

1
上
田
市
民
会
館
。

入
喝
料

l
無

料

。

講

演

H
H
藤
原
弘
達
き
ん

(
政
治
評
論

家
)
。
演
題
「
日
本
診
断
」

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
は
、

投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。



三
月
二
十
日

ω午
前
八
時
三
十
分
受
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集特挙選
“明るい選挙で

住みよい上田"

希
望
者
は
、
必
ず
来
館
し
て
申
込
ん
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挙選般田4月22日・…上

統一地方選挙は、 もっとも身近な選挙です。 このためにとかく義理や人情にから ま

れて 、汚 れた選挙になりがちです。 4年間政治を託す人を選ぶ選挙です。 これにふさ

わしい人を選び出すためよく見極めて投票しましょう 。投票に総参加し 、明るく正 し

い選挙を いたしましょう 。

4
、
映
画

l
し
の
び
よ
る
心
臓
病
。

円
究
実
な
ど
に
心
を

く
ば
っ
て
い
ま
す
。

投
票
で
き
る
人

ム
投
票
日
現
在
、
満
二
十
歳
以
上
の
人

A
知
事、

県
議
選
挙

四
月
八
日
投
票
日

十
二
月
十
二
日
以
前
か
ら
上
田
市
に

住
ん
で
い
て
、
住
民
基
本
台
帳
に
記
録

さ
れ
て
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

る
人
は
投
票
で
き
ま
す
。

-
転
出
者

十
二
月
十
三
日
以
後
に
上
田
市
か
ら

県
内
の
市
町
村
へ
転
出
さ
れ
た
人
で
、

転
出
先
の
市
町
村
の
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、

旧
住
所
地

(
上
田
市
)
の
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

れ
ば
、
そ
の
投
票
所
で
投
票
で
き
ま
す
。

そ
の
場
合
は
、
現
恒
所
雌
同
封
縦
創
価

ん
で
い
る
証
明
(
市
町
村
長
発
行
で
無

料
で
す
)
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い

。

県
外
に
転
出
さ
れ
た
人
は
投
票
で
き
ま

せ
ん
。

-
転
入
者

十
二
月
十
三
日
以
後
に
県
内
の
市
町

村
か
ら
上
田
市
へ
転
入
さ
れ
た
人
で
、

上
田
市
の
選
挙
・
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
な
い
場
合
は
、
旧
住
所
地
の
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
れ
ば
旧
住
所
地
の
投
票
所

で
投
票
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
は
上
田

市
長
の
発
行
す
る
引
続
き
住
ん
で
い
る

証
明

(
無
料
)
を
持

っ
て
い

っ
て
く
だ

さ
い

。

ム
市
議
選
挙

四
月
二
十
二
日
投
票
日

本
年
一
月
十
日
以
前
か
ら
、
上
田
市

に
住
ん

て
い
て
、

住
民
基
本
台
帳
に
記

録
さ
れ
て
さ
ら
に
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
る
人
で
す
。

-
転
出
者

投
票
日
ま
で
に
転
出
さ
れ
た
人
は
す

べ
て
上
田
市
に
お
い
て
は
投
票
で
き
ま

せ
ん
。
こ
の
場
合
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
て
も
で
き
ま
せ
ん。

円
凶
同
阿
問
問

U

一
一
月
二
十
三
日
ま
で
に
市
内
転
居
さ

れ
た
人
で
転
居
の
手
続
き
が
完
了
し
て

い
る
人
(
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
済
)

は
新
住
所
地
の
属
す
る
投
票
所
で
投
票

し
て
く
だ
さ
い
。

そ
れ
以
後
の
市
内
転
居
者
は
、
前
住
所

地
の
属
す
る
投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ

き
い
。門

問
問
問
閣
刷

U

修
学
の
た
め
察
、
下
宿
な
ど
に
住
ん

で
い
る
学
生
、
生
徒
な
ど
の
住
所
は
原

則
と
し
て
寮
や
下
宿
な
ど
に
あ
り
ま
す
。

し
た
が

っ
て
、
家
族
の
住
ん
で
い
る
と

こ
ろ
か
ら
通
学
す
る
人
以
外
は
す
べ
て

そ
の
寮
、
下
宿
な
ど
が
所
在
す
る
市
町

村
が
住
所
と
な
り
ま
す
の
で
、
家
族
な

ど
が
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
に
は
選
挙
権

が
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

入

券

4月8日…長野県知事選挙・長野県議会議員一般選挙

市議会議員

場

入
場
券
は
全
部
郵
送
し
ま
す
が
、
投

票
日
近
く
な
っ
て
も
届
か
な
い
と
き
は

選
挙
管
理
委
員
会
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

郵
便
局
へ
も
照
会
し
て
く
だ
さ
い
。

入
場
券
が
届
か
な
い
場
合
で
も
、
選

家
)
。
演
題
「
日
本
診
断
」

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
は
、

投
票
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

入
場
券
は
世
帯
あ
て
と
し
て
あ
り
ま

す
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
分
を
点
線

か
ら
切
り
と
っ
て
投
票
所
へ
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

ー
、
〈

t
i
t〈
可
、
〈

i
}
t
t
i〉
〉

t〈
5
〉

t
r
t

入
場
務
は

匹
月
八

日
と
匹
月
二
十

〈
〈
〆
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
、

j
i
l
t
-
t〈
〈
〈

J
t〈
〈
〈
〈

一一

日
の
二
巨
の
選
挙
に
勺
ド
て
一
一
線

に
郵
送
い
た
し
ま
す
の
で
大
切
に
保
管

し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

投
票
で
き
る
時
間

午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
で
す
。

須
川
、
畑
山
、
長
入
、

岩
清
水
、
野
倉

の
各
投
票
所
は
午
後
四
時
ま
で
で
す
。

投
票
は
な
る
べ
く
早
目
に、

時
閉
め

余
裕
を
み
て
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

投
票
の
方
法

投
票
用
紙
に
鉛
筆
で
候
補
者
一
人
だ

け
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

-
四
月
八
日
は
、

県
知
事
を
さ
き
に
、
県
議
会
議
員
は

あ
と
に
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

-
四
月
二
十
二
日
は
、

市
議
会
議
員
の
選
挙
だ
け
で
す
。

問
問
問
問
阿
国

自
分
で
書
く
、
」
と
が
原
則
で
す
が
、

手
に
け
が
を
し
て
い
た
り
、
字
を
し
ら

な
い
で
字
が
か
け
な
い
な
ど
の
場
合
は

投
票
所
に
お
い
て
、
申
し
出
が
あ
れ
ば

補
助
者
が
か
わ
っ
て
書
い
て
投
票
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
絶
対
に
秘
密
は
守

ら
れ
ま
す
か
ら
安
心
し
て
く
だ
さ
い

。
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不
在
者
投
票

役
票
日
、
や
む
を
得
な
い
用
務
で
、

投
票
所
へ
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

は
、
本
人
が
直
接
、
不
在
に
な
る
旨
の

定
嘗
占
を
提
出
す
る
と
、
不
在
者
投
票

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

学
生
等
で
、
上
田
市
に
住
ん
で
い
な
い

人
は
た
と
え
入
場
券
が
あ

っ
て
も
役
票

で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

期
間
は
、
告
示
の
日
か
ら
、
投
票
日

の
前
日
ま
で
で
、
午
前
八
時
三
十
分
か

ら
午
後
五
時
ま
で
、
毎
日
、
選
挙
管
理

委
員
会

(
市
役
所
四
階
)
で
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、
な
る
べ
く
早
目
に
投
棄

を
す
ま
せ
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

投
票
に
お
い
で
の
と
き
は
、
入
場
券

(
届
い
て
い
る
と
き
)
と
印
鑑
を
必
ず

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

えつ一第 786号 (腕鋭脇)一一広報

投
票
で
き
る
日
は

-
県
知
事
選
挙

三
月
十
四
日
か
ら
四
月
七
日

・
県
議
選
挙

三
月
二
十
七
日
か
ら
四
月
七
日

・
市
議
選
挙

四
月
十
二
日
か
ら
四
月
二
十
一
日

。
市
外
に
一
時
滞
在
し
て
い
て
、
投
票

日
に
ど
う
し
て
も
投
票
所

へ
行
く
こ
と

が
で
き
な
い
人
は
、
そ
の
市
町
村
の
選

挙
管
理
委
員
会
で
投
票
で
き
ま
す
か
ら

早
め
に
上
田
市
の
選
挙
管
理
委
員
会
へ

官
一替
舎
と
請
求
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

。
病
院
・
乏
人
ホ

ー
ム
、
身
体
障
害
者

克
正
援
護
施
設
、
保
喝
破
施
設
な
ど
て
不

わ
れ
者
投
票
の
指
定
を
受
け
て
い
る
施
設

に
は
い

っ
て
い
る
人
は
、
そ
こ
で
投
州
市

で
き
ま
す
か
ら
、
施
設
の
長
に
巾
し
出

て
く
だ
さ
い

。

た
だ
し
歩
行
不
能
で

一
般
の
投
票
所
に

行
く
こ
と
が
で
き
な
い
人
に
限
ら
れ
て

い
ま
す
。

郵
便
に
よ
る

不
在
者
投
票

重
度
身
体
障
害
者
の
皆
き
ん
の
う
ち

次
に
該
当
す
る
人
は
、
郵
便
に
よ
る
友

宅
投
票
が
で
き
ま
す
の
で
、
該
当
す
る

人
は
早
目
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

一
、
投
票
で
き
る
人

ω身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
人
で
、
両
下
肢
(
し
)
、
体

幹
障
害
が
一
級
、
ま
た
は

二
級
の

人。心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
障
害
が

一
級
も
し
く
は
三
級
の
人
。

ω戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

い
る
人
で
、
両
下
肢
(
し
)、
体
幹

障
害
が
特
別
項
症
か
ら
第
二
項
症

ま
で
の
人
。

心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
障
害
が

特
別
項
症
か
ら
第
三
項
症
ま
で
の

人。

二
、
郵
便
投
票
証
明
書
の
交
付
申
請

投
票
を
希
望
す
る
人
は
、
選
挙
人

が
登
録
さ
れ
て
い
る
市
町
村
選
挙

管
理
委
員
会
の
委
員
長
が
発
行
す

る
証
明
書
が
必
要
で
す
の
で
申
請

し
て
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い

。

(
こ
の
証
明
書
は
、
四
年
間
有
効

で
す
か
ら
大
切
に
保
管
し
て
お
い

て
く
だ
さ
い
)

一-一

、
投
票
の
手
続
き

選
挙
の
期
目
前
四
日
ま
で
に
、
本

人
自
身
の
署
名
に
よ
り
、
投
票
用

紙
お
よ
び
投
票
用
封
筒
を
請
求
し

本
人
自
身
で
候
補
者
一
名
の
氏
名

を
記
載
し
、
所
定
の
封
筒
に
入
れ

て
署
名
し
、
本
人
が
登
録
さ
れ
て

い
る
市
町
村

の
選
挙
管
理
委
員
会

の
委
員
長
に
郵
便
(
こ
の
場
合
は

必
ず
郵
便
で
送
付
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
)
で
送
付
し
ま
す
。

こ
の

投
票
に
つ
い
て
は
早
目
に
手
続
き

を
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
は
手
続

き
が
面
倒
な
の
で
、
事
前
に
選
挙

管
理
委
員
会
に
お
問
合
せ
く
だ
さ

立
候
補
手
続

説

明

A
Q
一品

三
月
十
日
(
土
)

午
前
八
時
三
十
介
(
正
確
)

・
と
こ
ろ
市
役
所
六
階
大
会
議
室

。
県
議
立
候
補
届
の
説
明
も
同
時
に
行

い
ま
す
。

県
知
事
候
補
者

立
会
演
説
会

候
補
者
の
政
策
を
直
接
聞
け
る
よ
い

機
会
で
す
の
で
多
数
参
加

い
た
し
ま
し

• 
と

き

四
月
二
十
二
日
に
行
わ
れ
る
市
議
会

議
員
選
挙
の
立
候
補
予
定
者
と
そ
の
関

係
者
を
対
象
に
、
選
挙
運
動
、
立
候
補

届
等
に
つ
い
て
説
明
会
を
次
の
と
お
り

開
催
い
た
し
ま
す
。
出
席
で
き
る
人
は

立
候
補
予
定
者
か
事
務
長
予
定
者
は
か

二
名
で
、

一
人
の
立
候
補
予
定
者
に

つ

い
て
出
席
者
三
人
以
内
で
す
。

• 
と

三
月
二
十
二
日
(
木

午
後
七
時
三
十
介

上
田
市
民
会
館

き

-
と
こ
ろ

選
挙
が
終
れ
ば
、
掲
示
責
任
者
は
す
み

や
か
に
撤
去
す
る
よ
う
公
選
法
に
よ
り

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

投
票
日
当
日
に
よ
く
見
か
け
る
、
ポ
ス

タ
ー
の
移
動
掲
示
は
一
切
で
き
ま
せ
ん
。

投
票
の
便
宜
供
与

公
選
法
、
労
働
基
準
法
な
ど
に
、
選

挙
の
当
日
は
そ
の
選
挙
権
を
行
使
す
る

た
め
に
投
票
所
に
行
く
と
き
は
必
要
な

時
聞
を
与
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
官
公
庁
の
み
で

な
く
、
広
く
一
般
民
聞
の
す
べ
て
の
企

業
団
体
及
び
雇
用
主
に
対
し
て
こ
れ
を

求
め
て
い
る
も
の
で
す
。
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i

E

員
四
百
官
舎
な
官
官
ふ

-h?
守-
S品
骨
量
骨
骨

E
R持
論
厄
事
骨
骨
骨
骨
骨
骨
骨
普
骨
事
品
骨
事
品

号

岬

統

一
地
方
選
挙
の
投
票
日
か
、
知
事
、

そ

っ

て

施
行
さ
れ
ま
す
の
で
、
従
来
と
旨
を
理
解
さ
れ
て
こ
の
芝

F
白
人
川
で
司

前
倒
県
議
会
議
貝
は
四
月
八
日
、
市

議

会

議

か

く
選
挙
に
は
金
が
か
か
る
も

の、

澗

貫

い

た

い

こ

と

で

す
。

一

第
噛
ぃ
川
は
四
月
ニ
ト
二

日

に

決

め

ら

れ

ま

し

ゃ
飲
食
物
な
ど
が
つ
き
も

の
の
よ
う
に
ま
た
全
国
的
に
は
、
特
に
都
市
で
は
、
ふ

一
岨
た
。
こ
の
選
挙
は
、
私
達
の
最
も
身
近

言
わ

れ
て
き
ま
し
た
が
、
こ

れ
か

ら
は

若

い

世

代

の
方
々
が
選
挙
に
無
関
心
の

ι

一
咽
か
な
生
活
に
直
結
す
る
こ
と
な

の

で

、

金

の

か
か
ら
な
い
選
挙
で
な
け
れ
ば
な
よ
う
で
、
投
票
率
も
低
い
の
で
す
が
、
平

一
同
時
同

h

当
地

一

1
戸
田

2

i

f

v

流

-
迎
ぢ
室
、
手
こ
望
¥
h
J

で
は
戸

別
刷
物
大
性
ぺ
・

¥
-J一
b
i

，
i
-
j
;
j
j
-l
t一-一
J
q

大
方
町

盟心十

Lfイ
一
い
代

上
田
市
選
挙
管
理
委
員
会

民

健
闘
向
治

ん

1
¥
、

委
員
長

森

山

潔

得

て

一

集

制

の
本

は

お

…

嶋
田
質
を
わ
き
ま
え
情
実
や
因
習
に
と
ら
わ
ら
な
い
と
い
う
趣
旨
か
ら
「
明
る
い
選
り
ま
す
も
の
の
、
更
に
、
次
の
時
代
を
町

酔
噛
れ
る
こ
と
な
く
、
こ
れ
か
ら
の
政
治
を
挙
、
正
し
い
選
挙
」
を
モ

ッ
ト

ー

に

進

背

負

っ
て
立
つ

者
の
責
任
と
し
て
、
よ
跡

↓

?

す

こ

と

の

で

き

る

人

を

、
自
分
の
意
め
ら
れ
る
よ
っ
改
め
ら
れ
た
こ
と
で
す
。

り
積
極
的
に
参
加
し
て
、
自
分
の
考
え
叫

だ

剛

志

で

選

ぶ

こ

と

で

す

従

っ
て
立
候
補
者
も
、
選
挙
運
動
に
携
を
政
治
に
反
映
さ
せ
る
意
気
込
で
一
層
副

え

制

そ

し

て

ま

た

、

こ

の
選
挙
は
、
昭
和
る
者
も
、
ま
た
候
補
者
を
支
持
す
る
方
の
努
力
を
望
ん
で
や
み
ま
せ
ん
。

回

伽

五

十

年

に

改

め

ら

れ

た

公

職

選

挙

法

に

方

も

、

と

も

ど

も

法

が

改

正

さ

れ

た

趣

耐

う

品

E
T思
mw晶

E
'皿
嘗
品
E
剛

E剛
E
e田
署
凪
剛

E
剛

E
e車
国
品

E
剛
亙
剛
夏
樹
周
防
署
且
剛

E
剛

E
剛

E
官

普

且

剛

E
剛

E
剛

E
剛
盲
晶

E
剛

E
剛

E
剛

E
'
A
E圃

園
田

スV美、でも
唱

』れだ

管
理
委
員
会
の
委
員
長
が
発
行
す

一(3)ー一昭和54年 3月 1日 ‘ 広報

選
挙
運
動
用
は
が
き

選挙運動

選
挙
運
動
用
と
し
て
表
示
を
受
け
た

は
が
き
を
候
補
者
か
ら
も
ら
っ
て
知

人
な
ど
に
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

記
載
す
る
内
容
に
つ
い
て
は
虚
偽

や
公
序
良
俗
に
反
す
る
こ
と
の
な
い

か
ぎ
り
自
由
で
す
。

同
一
世
帯
内
あ
て
の
場
合
の
表
書

き
は
連
名
で
も
よ
い
が
、
工
場
、
事

業
所
会
社
な
ど
へ
「
御
中
」
ま
た
は

「
御
一
同
様
」
な
ど
と
書
き
回
覧
す

る
こ
と
は
い
け
な
い
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

い
て
出
席
者
三
人
以
内
で
す

こ
の
は
が
き
は
、
必
ず
定
め
ら
れ
た

郵
便
局
に
出
す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。個

人
演
説
会

個
人
演
説
会
で
、
応
援
演
説
す
る

と
が
で
き
ま
す
。

個
々
面
接

電
車
、
パ
ス
、
あ
る
い
は
道
路
上
で

た
ま
た
ま
友
人
や
知
人
に
出
会
い
、

そ
の
機
会
を
利
用
し
て
投
票
を
依
頼

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

す

寄
附
の
禁
止

公
職
の
候
補
者
な
ど
は
、
時
期
や
名

自
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
選
挙
区
内
に
あ

る
人
に
対
し
て
寄
附
を
す
る
こ
と
は
禁
一

止
さ
れ
て
い
ま
す
。

候
補
者
な
ど
と
は
、
候
補
者
、

こ
れ

か
ら
立
候
補
し
よ
う
と
す
る
意
志
が
あ

る
入
、
本
人
の
行
動
な
ど
か
ら
見
て
立

候
補
の
意
志
を
有
す
る
人
と
認
め
ら
れ

一

る
入
、
す
で
に
公
職
に
あ
る
人
な
ど
を

一

総
称
し
ま
す
。

禁
止
の
一
例

一

国
会
な
ど
の
見
学
に
お
み
や
げ
を
く

ば
る
。
花
輪
を
お
く
る
。
供
花
。
香
典

一

祝
儀
。
お
中
元
。
お
歳
暮
。
入
学
祝
。

出
産
祝
。
お
祭
り
の
寄
附
。
餓
別
。
う
一

ち
わ
。

カ
レ
ン
ダ
ー
。
他
の
選
挙
に
選
一

挙
献
金
や
政
治
献
金
を
お
く
る
。
酒
食

の
提
供
。
正
月
な
ど
、
自
宅
に
来
た
者

に
酒
食
を
提
供
す
る
。
給
与
の
返
上
。
一

色
紙
を
お
く
る
。
表
彰
状
に
記
念
品
を

つ
け
る
。
協
賛
金
。
賛
助
金
。
催
し
の

一

プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
に
協
賛
金
な
ど
の
支
一

出
。

こ
の
他
に
多
数
の
例
が
あ
り
ま
す
一

ま
た
、
国
や
県
や
市
町
村
な
ど
か
ら

補
助
金
、
利
子
補
給
な
ど
を
受
け
た
り

請
負
契
約
や
物
品
納
入
契
約
、
そ
の
他
一

特
別
の
利
益
を
伴
う
契
約
の
当
事
者
(
個
一

人
、
会
社
、
そ
の
他
の
法
人
な
ど
)
は

寄
附
が
禁
止
き
れ
て
い
ま
す
。

-

こ
の
場
合
、
そ
の
相
手
方
は
候
補
者
.

政
党
そ
の
他
の
政
治
団
体
で
あ
る
と
を
一

間
わ
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
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認
してはいけない

選挙運動

戸
別
訪
問
の
禁
止

戸
別
訪
問
と
は
、
選
挙
運
動
の
た
め

に
、
連
続
し
て
戸
別
に
選
挙
人
の
居

宅
を
訪
問
す
る
こ
と
で
す
。

(
官
公

庁
、
会
社
、
工
場
、

事
業
所
な
ど
も

戸
別
の
な
か
に
は
い
り
ま
す
。
)

ま
た
、
二
戸
だ
け
訪
問
し
て
も
そ

の
状
況
、
内
容
な
ど
に
よ
り
戸
別
と

み
な
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、

玄
関
内
に
は
い
ら
ず
軒
下
、
庭
な
ど

で
あ

っ
て
も
戸
別
訪
問
に
該
当
し
ま

す
。
単
な
る
あ
い
さ
つ
、
名
刺
を
お

い
で
あ
る
く
こ
と
な
ど
も
い
け
な
い

こ
と
で
、
何
人
も
戸
別
訪
問
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
場
合
、
立

候
補
届
出
後
で
あ
る
か
、
立
候
補
の

決
意
前
で
あ
る
か
は
、
同
罪
の
成
立

に
影
響
が
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

署
名
運
動
の
禁
止

選
挙
に
関
し
投
票
を
し
て
も
ら
う

た
め
、
ま
た
は
投
票
を
さ
せ
な
い
目

的
で
、
選
挙
人
に
対
し
署
名
運
動
す

る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。

人
気
投
票
の

公
表
の
禁
止

何
人
も
、
選
挙
に
関
し
、
公
職
に

就
く
べ
き
人
を
予
想
す
る
人
気
投
票

の
経
過
ま
た
は
結
果
を
公
表
す
る
こ

と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

飲
食
物
の

提
供
の
禁
止

何
人
も
、
選
挙
運
動
に
関
し
て
は

そ
の
名
目
は
ど
う
で
あ
ろ
う
と
、
飲

食
物

(
な
ん
ら
加
工
し
な
く
て
も
そ

の
ま
ま
飲
食
に
供
し
得
る
も
の
。
た

と
え
ば
、
料
理
、
弁
当
、
酒
、
ビ
ー

ル
、
ジ
ュ
ー
ス
、
果
物
、
菓
子
な
ど
)

を
提
供
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

た
と
、え
ば
、
候
補
者
が
選
挙
運
動

h
p
J
 

員
や
労
務
者
を
慰
労
す
る
目
的
で
飲

食
物
を
縫
供
す
る
。
第
三
者
が
候
補

く
く

5
}
t〈
〈
く

i
、〈
J
〉
〉
〉
、
〈
〈
吋
〈
〈
〈
〈
〈
〈
〈
〈
〈

者
を
激
闘
す
る
た
院
に
陣
中
見
舞

と
し
て
候
補
者
な
ど
に
飲
食
物
を
提

供
す
る
こ
と
も
い
け
ま
せ
ん
。

陣
中
見
舞
に
清
治
を
も

っ
て
い
き

ま
す
が
こ
れ
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

公
職
の
候
補
者
な
ど
寄
間
禁
止
の
条

項
に
ふ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

じ
ゅ
う
ぶ
ん
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
お
茶
や
日
常
も
ち
い
ら

れ
て
い
る
程
度
の
菓
子
は
さ
し
っ
か

え
あ
り
ま
せ
ん
。

気
勢
を
張
る

行
為
の
禁
止

何
人
も
、
選
挙
運
動
の
た
め
に
自
動

車
を
つ
ら
ね
、
ま
た
は
隊
ご
を
く
み

は
ち
巻
を
し
た
り
旗
な
ど
を
た
て
て

往
来
す
る
な
ど
は
、

気
勢
を
張
る
行

為
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

買
収
饗
応
の
禁
止

選
挙
運
動
の
た
め
、
選
挙
人
ま
た

は
選
挙
運
動
者
に
対
し
、
金
銭
、
物

品
な
ど
を
お
く
っ

た
り
、
約
束
す
る

こ
と
、
ま
た
、
飲
食
物
を
提
供
し
、

芝
居
や
遊
覧
飛
行
に
案
内
し
た
り

そ
の
他
相
手
方
に
慰
安
な
ど
を
与
、え

て
歓
待
す
る
こ
と
は
買
収
に
該
当
し

ま
す
。

選
挙
妨
害
の
禁
止

候
補
者
に
つ
い
て
、
デ
マ
を
と
ば

し
た
り
、
選
挙
人
、
候
補
者
、
選
挙

運
動
員
な
ど
を
お
ど
か
し
た
り
、
演

説
、
集
会
、
交
通
な
ど
を
妨
害
し
た

り
、
選
挙
用
の
ポ
ス
タ
ー
を
破
い
た

り
、
投
票
に
干
渉
し
棄
権
を
す
す
め

た
り
し
て
選
挙
の
自
由
を
さ
ま
た
げ

る
と
選
挙
の
自
由
妨
害
の
罪
と
な
り

ま
す
。

連
呼
行
為
の
制
限

病
院
、
学
校
、
立
会
演
説
会
場
な

ど
の
付
近
で
は
静
か
に
す
る
な
ど
の

制
限
が
あ
り
ま
す
。

選
挙
後
の
あ
い
さ
つ

行
為
の
制
限

選
挙
後
の
あ
い
さ
つ
行
為
は
期
日

の
定
め
は
な
く
、
文
章
、
口
頭
、
会

合
な
ど
を
利
用
し
て
す
る
こ
と
は
制

限
さ
れ
て
い
ま
す
。

ポ
ス
タ
ー
の
制
限

無
検
印
、
無
証
紙
の
ポ

ス
タ
ー
を

事
業
所
、
事
務
所
な
ど
に
掲
示
す
る

た
め
頒
布
す
る
場
合
で
も
違
反
と
な

り
ま
す
。

よ
く
屋
内
用
な
ど
と
い

っ
て
無
検

印
の
も
の
は
よ
い
と
い
わ
れ
ま
す
が

こ
れ
ら
は
い
っ
さ
い
認
め
ら
れ
て
い

ま
せ
ん。

ま
た
、
屋
内
用
と
称
し
て

窓
の
内
側
に
貼
付
し
通
行
人
に
見
え

る
よ
う
な
こ
と
は
違
反
で
す
。

開
票
の
と
き
・
と
ニ
ろ

開
票
は
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

指
定
さ
れ
た
場
所
に
お
い
て
開
票
状
況

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
人
数
制

限
が
あ
り
ま
す
。

開
票
所
と
な
る
学
校
内
を
よ
ご
さ
な
い

よ
、7
に
l
}
幸
子
し
ょ

‘っ
。

-

と

き

H
HO

県
知
事
、
県
議
選
挙

四
月
八
日
午
後
七
時
三
十

介
O
市
議
選
挙

四
月

二
十
二
日
午
後
七
時

三
十
分

-
と
こ
ろ

l
上
田
市
立
清
明
小
学
校
体

育
館

上田市選挙管理委員会
(合⑫4100内線571有線②0901)



た
め
、
ま
た
は
投
票
を
さ
せ
な
い
目
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水
?永

と
人
生

フ
ジ
ヤ
マ
の
ト
ビ
ウ
オ

古
橋
さ
ん
が
講
演

き

l
三
月
十
一
日
同
午
後
二
時
か

ら
同
四
時
ま
で
。

と
こ
ろ

l
上
田
市
民
会
館
。

入
場
料

l
無
料
。

講

演

l
古
橋
広
之
進
さ
ん
(
日
本
大

学
教
授
。
終
戦
直
後
、
水
泳
選
手
と

し
て
「
フ
ジ
ヤ
?
の
ト
ビ
ウ
オ
」
と

h
p
J
 

全
世
界
に
名
を
と
ど
ろ
か
せ
た
名
選

手
で
す
)
。
演
題

H

水
泳
と
人
生
H

....，_齢制..... ・-唱-..

二
種
混
合

予
防
接
種

二
種
混
合
(
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
)

第
二
期
予
防
接
種
を
下
表
に
よ
り
行
い

ま
す
の
で
、
対
象
者
は
最
寄
り
の
会
場

で
お
受
け
く
だ
さ
い
。

〈
対
象
者
〉

老人のための

明るいまちだより

えI 一(5)ー一一一昭和54年 3月 1日 広報

ー
、
老
人
を
い
た
わ
り
大
切
に
す
る
。

2
、
老
人
の
能
力
を
い
か
し
、
生
き
が
い
を
高
め
る
。

3
、
老
人
と
心
が
か
よ
う
ま
ち
づ
く
り
。

1
1
4
上
回
公
民
館
・
:
老
人
大
学
「
上
回
盆
地
の
民
話
」

一
世
一
城
南
公
民
館
:
・
老
人
大
学
「
健
康
講
座
」

一

、

勺

一

教

養

講

座

「

家

庭

の

法

律

」

一
知
一
塩
田
公
民
館
老
人
大
学
「
教
養
、
健
康
、
実
技
L

一

お

一

川

西

公

民

館

老

人

大

学
「
市
政
を
聞
く
会
」
ほ

[
|
L

か
実
技
学
級
。

木彫にいそしむ(川辺町会館)

お

元
~刷

ー
、
四
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
五
十
年

九
月
三
十
日
の
聞
に
生
ま
れ
た
人
で

一
期
終
了
後
、
十
二
か
月
以
上
経
過

し
て
い
る
人
(
た
だ
し
、
三
種
混
合

で
一
期
を
終
了
し
て
い
る
人
は
除
く
)

2
、
四
十
九
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に

生
ま
れ
た
人
で
、
一
期
終
了
後
、
十

二
か
月
以
上
経
過
し
て
い
る
人
(
た

だ
し
、
七
歳
六
か
月
未
満
の
人
)

〈
そ
の
他
〉

企=主

ヌも

で

す
カ通

つ
い
、
先
日
の
こ
と
。
八
十
歳
の
老
母
が
息

子
に
付
添
わ
れ
て
職
安
の
窓
口
に
顔
を
出
し
た
。

今
ま
で
菅
平
高
原
の
某
山
荘
の
管
理
人
を
し
て

お
ら
れ
た
が
老
齢
の
た
め
退
職
。
ま
だ
ま
だ
元

気
な
の
で
、
近
く
に
で
き
る
仕
事
が
あ
っ
た
ら

働
き
た
い
と
の
こ
と
。
ま
る
で
息
子
の
よ
う
な

高
齢
者
担
当
職
員
も
老
母
の
気
力
に
び
っ
く
り
。

し
ば
し
言
葉
が
出
な
か
っ
た
が
、
今
ま
で
の
労

を
ね
ぎ
ら
い
、
保
険
金
受
給
の
手
続
き
を
し
て

差
し
あ
げ
ま
し
た
。

こ
れ
は
一
例
で
他
に
も
高
齢
者
の
元
気
な
就

職
事
例
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
高
齢
者
の
皆

さ
ん
「
気
力
は
健
康
の
も
と
」
で
す
0

9

ま
だ
若

い
者
に
は
負
け
な
い
ぞ
。
の
気
迫
で
老
け
こ
み

を
吹
っ
と
ば
し
て
く
だ
さ
い
。

上

回

公

共

職

業

安

定

所

長

山

口

喜

一

(
推
進
協
議
会
委
員
)

四
歳
以
上
六
歳
未
満
の
人
で
、
三
種

混
合
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
人
は
、
こ

の
機
会
に
一
期
と
し
て
二
回
接
種
し
て

く
だ
さ
い
。

接
種
方
法
は
、

種
予
備
日
に
二
回
目
を
接
種
し
て
く
だ

さ
い
。

〈
お
問
合
せ
〉

保
健
予
防
課
保
健
係
(
宮
@
四
一

O

O
内
線
二
八
九
有
線
②

O
七

二

二

三
月
に
一
回
目
を
接

~三h 場 実施月日 対象地区 ~ 場 実施月日 対象地区

市 健 康 セ ン ター 南部・中央地区 }II 辺 町会館
3 

川辺、泉団地区
3 

月
月

農協神川支所 上大屋沢、、国岩分下、下、堀久保、上林堀、地黒区坪 上塩 尻公民館 23 塩尻、秋和地区

20 日

塩田母子健康センター 日 中塩団地区 新 田区民会館
樹 新北部屋、、西緑部北の、一緑部西()緑が丘、

(火)

川西社会悩祉セ ンター 川西全区 上野が丘公民館 3 神科地区

月

下青木公民館 梅上が・下丘青地木区、みすず台南・北、
中村自治会館 29 城下、半過地区

3 日

塩田母子健康セ ンター 月 東塩田、西塩田、思1)所地区 市健康センタ ー
同 23日以外の西部地区

22 

主目(背村色
華忌 ム~、hι 民 館日 笠殿地区 市健康センタ ー 城下、川辺、泉回、塩田、川西

」 ヒ常国公会堂
同

傭干日t2剣月臼4 7 豊旧市殿内、塩尻、神川 、神科東部地区 市健康センター

2期ニ種混合予防接種目程表

※受付時間は、各会場とも午後 l時30分から 2時30分までです。
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むかし町火消し、いま消防団

e
 -

e
 '

 

e
 

e
 --

'
 ---

'
 

火
災
は
、
ア
ツ
と
い

7
聞
に
私
一

た
ち
の
生
活
の
場
を
焼
き
つ
く
し
e

最
悪
の
場
合
に
は
、
尊
い
命
ま
で
市

奪

っ

て

し

ま

い

ま

す

。

動

き
て
、
そ
の
火
災
が
不
幸
に
も
骨

発
生
し
た
と
き
、
常
備
の
消
防
隊
引

と
と
も
に
消
火
に
大
活
躍
す
る
の
骨

が
、
お
ら
が
ま
ち
の
消
防
団
で
す
。
世

消
防
団
と
い
う
と
、
そ
の
前
身
伽

で
あ
る
江
戸
時
代
の
町
火
消
し
を
'

思
い
出
し
ま
す
が
、
こ
の
町
火
消
…

し
誕
生
ま
で
の
い
き
さ
つ
は

:
:
:
e

-

江
戸
時
代
の
儒
者
荻
生
祖
徳
一

(
お
ぎ
ゅ
う
そ
ら
い
)
が
江
戸
の

e

町
を
火
災
か
ら
守
る
た
め
、
八
代
吻

将
軍
吉
宗
二
六
八
四

1
一
七
四
伊

五
)
に
、
町
組
織
の
火
消
し
組
を
咽

設
吋
る
べ
き
だ
と
進
言
し
ま
し
た
。
釘

そ
の
結
果
で
き
た
「
底
火
消
し
」

e

が
、
組
織
化
へ
の
第
一
歩
で
し
た
。
吻

そ
の
後
、
こ
の
「
庖
火
消
し

L'

~. 3 月 7 日は消防記念日

が
も
と
に
な
っ
て
享
保
三
年
ご

七
一
八
年
)
に
町
火
消
し
が
で

一、~圃

町火消しは「自分の町を守る」という

生きがいにもえていた。

当
日
は
全
国
各
地
で
防
災
に

功
労
の
あ
っ
た
人
た
ち
の
表
彰

移動図書館「やまひ、こ」巡回日程(4月4日一10月5日)

移動図書館「やまびこ」の54年度前期巡回を下記の日程により行いますので、皆きん気軽にご利用ください。

利用方法など については、 3月16日発行の「社会教育うえだ」をごらんください。

お閉会せ一市 立 図 書 館 奉 仕 係 (ft@0880)

コ
秋駐和長車場野計附器近 常磐自町治会館前 緑が丘公北民館区前 緑用促が進丘住北宅区隣雇迂 千学曲町童会館前 川 辺童 月見が丘

み東築ど地り橋附近場所
ス 学会館前 団地内

時間 9 :20-9 :40 9 :50-10:30 10:40-11:10 11: 20-11 :40 13:30-14:00 14:10-14:40 14:50-15:20 15:30-16:00 

1 

日 4月4日嗣 4月25日制 5月16日制 6月6日嗣 6月27日嗣 7月18日同 8月8日嗣 8月29日附 9月19日嗣

場所 日向公民館前
ひばりが丘

上室L賀r、; 入組公民館前
仁古田

藤ノ自木治団会館地前 岡公民館前 川西公民館前
団地内 民館前 公民館前

2 時間 9 :30-9 :50 10:00-10:20 10:30-10:50 10:55-11:15 13:30-13:50 14:00-14:30 14:40-15:00 15: 10-15:30 

日 4月6日幽 4月27日幽 5月18日幽 6月8日幽 6月29日幽 7月20日幽 8月10日掛 8月30日同 9月21日樹

場所 下塩尻:i:、h、 上塩尻公民館前 山口公民館前 大久保，ι~、 朝日が丘
城下駅附近 上田自原治会館前 下之集条

民館前 民館前 団地内 荷所前

3 時間 9 :30-9 :50 10:00-10: 20 10:40-11:00 11:10-11:30 13:30-14:00 14:10-14:30 14:45-15:05 15: 15-15: 35 

日 4月11日制 5月2日制 5月23日同 6月13日附 7月4日制 7月25日嗣 8月15日附 9月5日嗣 9月26日附 | 

場所 {呆野公民館前 福田公民館前
中之条

五加公民館前 溢回支所前 手塚公民館前
思Ij所

学海団地内 精米所前 将軍塚附近

4 時間 9 :30-10:00 10:05-10:25 10:35-10:55 11:05-11:25 13:30-13:50 14:00-14:20 14:30-14:50 15: 10-15: 40 

日 4月13日幽 5月4日幽 5月25日幽 6月15日幽 7月6日幽 7月27日幽 8月17日幽 9月7日樹 9月28日幽

場所 梅が集丘 桜台集会所前森公民館前 神科新作屋業所前 伊停勢留山所附近 赤公坂民館附近 長 入入口附近 上野が丘民館
会所前 公前

5 時間 9 :30-10:00 10:10-10:30 10:40-11:00 11:10-11:30 13:30-13:50 14:00-14:20 14:35-14:55 15: 10-15:40 

日 4月18日附 5月9日嗣 5月30日制 6月20日制 7月11日附 8月 1日制 8月22日嗣 9月12日附 10月3日嗣

場所

神9川30-団1地0:0内0 計10:10百-10竜4馬0 大10回屋~瀬11択:r::::下13苦3言0-館1前3日 平14井0吉0-民14館前回 官14:3諸0-1島4:50 西15剛曲E~民1館5:却前
6 時間

日 4月20日幽 5月11日幽 6月 1日掛 6月22日幽 7月13日幽 8月3t:I幽 8月24日樹 9月14日幽 10月5日樹

。力日

金が

3，300 

でし
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長野県の最低賃金
長野県内では、働くすべ ての労働者に適用

する長野県最低賃金のほかそれぞれの業種別

に最低賃金が下記のように決められています。

そ
の
後
、
こ
の
「
庖
火
消
し
」

くらしを守るあなたの国民年金

⑫ 

会社などを退職した人は国民年金へ

会社などを退職したら、必ず国民年金に加入しましょ う。加

入すると今までの厚生年金とつながり、将来、通算老齢年金カ、

相談、手続きは、市役所国保年金課国民年金係か各支所 で し

てくださし、。また、奥さんが加入していないときは一緒に手続

きをしましょう 。

保険料は4月から3.300円

国民年金の保険料が改正きれ、今年の 4月か ら 1か月 3，300

円になります。

この改正は、老齢年金の受給額が、物価の上昇と歩調を合わ

せて増額きれますし、受給者が年々増加しているため行 うもの

加入している皆さんの負担が増すわけですが、皆さんが老後

手
多
多
多
多
多
多
多
多
多
手
手 る 今 精 分 t肖るな功
タ ，缶、 のも神たし 江、ど労 当
妥 隆正， で 、がち の戸 各 、の 日
妥 三z::. す な 、の伝 時種火 あ は
妥 』 量訟 。お二手統 代 行 災 つ 全

妥 ミ当aEO ZE手42予言天皇
手 唱曽冨麹町 つ以る があ 行 意た 地
タ ヲ霊園V づ 上 」 ま つ わ 識ち で
妥 -~ け た と ち た と ?をの 防
妥 A て つ いは町手 高表 災
~ ~~~~~-_:_. いた う 自火 九 め 彰 に
手~~~~~~~~~~~~~~~~~~・r~~...~~~.. 
手
多
多
多
多
多
多
手
<; 

手
手
手
手
手
多
多
多
~ 2受けられます。加入年齢は、峨以上吋未満です。

手
手
多
多
多
手
手
手
多
多
手
手
手
多
多
多
多
多
多
手
手
手

最低賃金額には、精・皆勤手当、通勤手当、5
家族手当は算入きれません。 手

昭和54年 2月現在 妥

長野労働基準局 多

か
も
と
に
な
っ
て
享
保
三
年
ご

七
一
八
年
)
に
町
火
消
し
が
で

き
、
翌
年
に
、
い
ろ
は
四
十
八

組
が
編
成
さ
れ
、
本
格
的
な
町

火
消
し
制
度
が
発
足
し
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
、
百
五
十
年
続
い

た
こ
の

町
火
消
し
も
、
明
治
維

新
を
境
と
し
て、

消
防
組

(
明

治
五
年
)↓
讐
防
団
(
昭
和
十
四

年
)↓
消
防
団
(
昭
和
二
十
二
年
)

と
改
組
さ
れ
、
昭
和
二
十
三
年

に
は
、
消
防
組
織
法
が
施
行
さ

れ
て
、
現
在
の
消
防
団

へ
と
移

り
変
わ

っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
消
防
組
織
法
が
施
行
さ

れ
た
三
月
七
日
を
記
念
し
て
定

め
ら
れ
た
の
が
消
防
記
念
日
で

す
。

です。

最件低賃金名の 最低賃金額

長最低野賃金県 日額2.427円(時間給304円)

日額2.682円(時間給336円)
食料品

製造業
ただし、 選手作別し業に装事よる軽洗浄、な

皮業務むにき主、 と 、て従包 等する易人に

最低賃金 ついては
日額2.475円(時間給310円)

畿最低維賃産金業 日額2.456円(時間給307円)

木木轟製量章 備畦製造置品 具等業金材品

日額2.760円(時間給345円)

た だ2づ従し.崎事け、廃等す5円材軽る( 町結束業 清掃主、かた 易時人な事にと
して については
日額 間 給311円)

パルプ・紙

紙製最 加 工 品重量 日額2.550円(時間給319円)
低造賃金

出版・印刷 日額2.730円(時間給342円)

同関連産業 ただし タイプオフセ ッ速ト印記す
刷筆業耕、 複製本業業等業、 または

最低賃金 写の務に従事

る人につい円て(は
日額2.678 時間給335円)

職業・土石
日額2.865円(時間給359円)

製品製造業 ただし 石掃王綿製品製造の業軽務易
または清 、かたづけ等す

最低賃金 な業務に として従事る人
については

日額2.590円(時間給324円)

機 様
日額2.788円(時間給349円)

金属製品等 ただし 電子機集製器用路及(電製び子通造管信業、
製造業漫ぴ

機半事けを器用部素)易、分 品 造業
自動車整備 導除等す額2体軽るく. 子ま、たは積清掃主回、かたづ

業最低賃金
な業務に として従

人については
日 643円(時間給331円)

小最卸低売売賃業業金 日額2.632円(時間給329円)

@ 

によりよい年金を受けるため、ご理解いた だ くとともに ご協 力

をお願いします。



部
落
問
題
は
直
接
私
に
は
関
係
な
い
っ
て
、
こ
の
問
題
は
ほ
ん
と
う
に
無
関
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら
え
ま
す
。

と
い
う
人
が
い
ま
す
が
、
部
落
問
題
、
係
な
の
で
し
ょ
う
か
考
え
て
み
ま
し
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
こ
の
ま
ま
絞
っ
て

あ
る
い
は
同
和
問
題
と
い
う
い
い
方
の
よ
う
。

お
け
ば
、
こ
の
社
会
か
ら
な
く
な
る
と

せ
い
か
「
そ
れ
は
同
和
地
区
の
人
び
と
「
差
別
を
し
て
も
よ
い
」
「
部
孫
は
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
の
で
す
。

ゃ
、
凶
、
地
方
公
共
団
体
や
一
部
の
閲
差
別
さ
れ
て
あ
た
り
ま
え
だ
」
と
こ
ん
差
別
は
い
け
な
い
こ
と
だ
と
理
解
は

係
者
の
問
題
で
あ
っ
て
部
議
の
人
間
で
な
こ
と
を
い
う
人
は
今
ど
き
め
っ
た
に
し
て
い
て
も
、
直
接
自
分
の
利
害
に
聞

な
い
自
分
に
は
関
係
の
な
い
こ
と
だ
」
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
た
と
、
ぇ
偏
見
を
持
係
す
る
こ
と
で
な
い
限
り
私
た
ち
は
、

と
い
う
巧
え
は
少
く
な
い
よ
う
で
す
。
っ
て
い
る
人
で
も
、
ゆ
っ
く
り
話
し
合
や
っ
か
い
な
問
題
に
ふ
れ
な
い
で
い
よ

し
か
し
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
に
と
、
え
ば
、
差
別
す
る
の
は
間
違
っ
て
い
る
う
と
し
が
ち
で
す
。
ま
た
、
人
聞
は
、

mmm待
ammmammmamaammam-dam勾
hwwhωamm勾
a
m
m
m
a銭
信

ammmmmmmmmNωamamaa得
総
得

m
m
m
e
m
m
m
m待
相
側
待
相
側

ammmmH締
結
総

mmmammmmmaH何

m
m

赤

尾

喜

久

平

さ

ん

下

之

郷

八

O

内

堀

亨

さ

ん

大

田

猛

き

ん

山

崎

辰

雄

さ

ん

最

上

つ

ね

さ

ん

小

泉

八

二
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